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２
月
５
日
、
川
口

保
健
所
に
於
い
て
、

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

２
７
７
０
地
区
第
11
グ

ル
ー
プ
が
感
染
症
対
策

イ
チ
ゴ
狩
り
シ
ー

ズ
ン
の
２
月
４
日
、
奥

ノ
木
信
夫
市
長
は
、
川

口
で
唯
一
の
イ
チ
ゴ
狩

り
農
園
、東
本
郷
の「
く

に
ち
ゃ
ん
ふ
ぁ
ー
む
」

を
視
察
さ
れ
た
。

ハ
ウ
ス
に
入
る
と

「
採
り
た
て
は
と
ろ
け

る
ね
〜
。
甘
い
あ
ま

い
、
う
ま
い
ね
ー
大
き

い
ね
ー
、
色
も
奇
麗

だ
ね
ー
、
直
接
取
っ

て
食
べ
る
味
は
格
別
。

お
っ
！
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
！
こ
っ
ち
に
は
ミ
ツ

バ
チ
、
ス
ズ
メ
バ
チ
は

い
な
い
よ
ね
？
」
と
、

さ
す
が
昆
虫
博
士
の
市

長
。川

口
市
内
で
い
ち

ご
狩
り
が
出
来
る
こ
と

テ
ン
ト
を
川
口
市
保
健

所
に
寄
贈
。

　
奥
ノ
木
信
夫
市
長
列

席
の
元
、
板
橋
智
之
委

員
が
司
会
で
、
贈
呈
式

は
凄
い
、
遠
距
離
に
行

か
な
く
て
も
市
内
で
出

来
る
事
は
川
口
の
誇

り
。親

子
、
孫
三
代
で
、

都
市
近
郊
農
業
振
興
に

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
例

年
の
子
ど
も
達
の
見
学

や
、
観
光
者
、
家
族
の

慰
安
等
が
出
来
な
い
中

を
、ブ
ラ
ン
ド
品
を
と
、

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
に
感
銘
。

女
王
蜂
を
入
れ
て

は
ち
み
つ
作
り
、
学
校

給
食
な
ど
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
。
ブ
ラ
ン
ド
を
作

る
助
成
制
度
等
、
同
行

の
立
石
康
広
県
議
・
石

塚
孝
行
市
議
に
依
頼
さ

れ
た
。

　
川
口
市
発
の
い
ち
ご

園
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

「
三
蜜
」
を
避
け
て
の

イ
チ
ゴ
狩
り
。　
　
　

　
ほ
か
に
、
イ
チ
ゴ

パ
ッ
ク
、
季
節
の
野
菜

の
販
売
も
行
っ
て
い

る
。　
　

　
ハ
ウ
ス
の
中
は
綺
麗

で
広
く
デ
ー
ト
に
も

ピ
ッ
タ
リ
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
や
車
い
す
も
押
し

て
入
れ
る
通
路
の
幅
で

子
連
れ
で
も
安
心
。
予

約
制
で
時
間
は
営
業
内

10
時
か
ら
15
時
の
自
由

な
時
間
で
ゆ
っ
く
り
楽

し
め
る
場
所
。

１
月
25
日
に
は
、

立
石
泰
広
県
議
と
、
飯

塚
孝
行
市
議
が
視
察
し

た
。立

石
県
議
は
視
察

２
度
目
で
、
イ
チ
ゴ
や

他
の
野
菜
を
購
入
に
も

何
度
も
足
を
運
ん
で
い

る
。こ

の
日
は
オ
ー

ナ
ー
の
鈴
木
歳
男
さ
ん

と
、
昨
年
に
続
き
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
客
足
も

鈍
く
手
探
り
の
営
業
を

余
儀
無
く
さ
れ
て
い
る

生
産
業
の
難
し
さ
や
、

新
た
な
販
路
開
拓
、
ま

た
、長
男
の
国
雄
さ
ん
、

お
孫
さ
ん
の
慶
太
さ
ん

が
、「
ブ
ラ
ン
ド
品
を
」

と
信
念
を
も
っ
て
、
朝

早
く
か
ら
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
話
し

あ
っ
て
い
た
。

が
行
わ
れ
た
。

　
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
村

石
政
彦
さ
ん(

下
写
真

左
）
が
市
長
へ
目
録
を

渡
さ
れ
た
。　

　
テ
ン
ト
は
抗
菌
性
で

換
気
扇
も
付
き
、
透
明

性
を
帯
び
て
い
る
最
新

式
等
と
説
明
を
受
け

た
。

　
そ
し
て
奥
ノ
木
市
長

か
ら
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の

村
石
さ
ん
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

　
市
長
は
「
今
必
要
な

も
の
を
今
頂
き
、
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
。
中
核

市
に
な
っ
て
川
口
市
独

自
の
保
健
所
と
な
り
コ

ロ
ナ
禍
の
今
、
全
面
的

に
対
応
で
き
て
い
る
こ

と
は
、
本
当
に
良
か
っ

た
」等
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

は
、
地
元
の
町
や
世
界

を
よ
り
良
く
し
た
い
と

願
う
会
員
が
、
世
界
で

地
域
社
会
で
、
そ
し
て

自
分
自
身
の
中
で
、
持

続
可
能
な
良
い
変
化
を

生
む
た
め
に
、
人
び
と

が
手
を
取
り
合
っ
て
行

動
す
る
世
界
を
目
指
し

て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
流
行
が
続
く
中
、
会

員
た
ち
は
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
周
知
に
お
い

て
保
健
当
局
を
支
援

し
、
治
療
の
最
前
線
に

あ
る
医
療
現
場
に
防
護

具
や
物
資
を
寄
贈
す
る

な
ど
、
地
域
社
会
に
寄

り
添
っ
て
活
動
し
て
い

る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
人
類
へ
の

影
響
は
と
て
つ
も
な
く

大
き
い
も
の
で
す
。
世

界
は
今
ま
さ
に
そ
の
対

応
に
追
わ
れ
て
い
ま

す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
存
在
意
義
と
究
極

の
目
的
は
、
助
け
を
必

要
と
す
る
地
域
社
会
に

寄
り
添
い
、
支
援
す
る

こ
と
で
す
」
と
。　

　
一
部
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
抜
粋
。

　写真左から板橋智之委員、山本孝 IM実行委員長、大山敦委員、村石政彦ガバナー補佐、水
品廣記委員、中里公造ガバナー、奥ノ木信夫市長、鈴木浩幸保健部長、岡本浩二保健所所長。

　左から、慶太さん、国雄さん、歳男さん、奥ノ木信夫川口市長、
立石康広県議会議員、飯塚孝行市議会議員。



ね
ん

新
郷
地
区
小
学
校

４
校
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
運
動

に
親
し
み
、
さ
ら
に

新
郷
地
区
小
学
校
の

親
睦
を
深
め
る
た
め

に「
新
郷
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
２
０
２
０
」
を
行

い
ま
し
た
。

一
会
場
に
集
ま
る

こ
と
を
せ
ず
に
、
各

校
で
種
目
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
記
録
を
集

計
し
て
順
位
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

個
人
種
目
90
種
目

（
学
年
別
、
男
女
別
７

〜
８
種
目
）、
団
体
種

目
48
種
目
（
学
年
別

８
種
目
）
に
つ
い
て
、

学
級
、
学
年
ご
と
に

エ
ン
ト
リ
ー
制
で
参

加
し
ま
し
た
。　

参
加
し
た
児
童
数

は
２
０
６
２
人
、
学

級
数
は
４
３
４
学
級

で
し
た
。

大
会
後
に
は
全
員

に
記
録
賞
を
配
布
し
、

個
人
種
目
上
位
10
位

と
団
体
種
目
上
位
３

位
に
は
賞
状
を
授
与

し
ま
し
た
。

「
新
郷
地
区
で
１

位
に
な
れ
て
自
信
が

つ
い
た
」「
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
が
入
る
よ
う
に

な
っ
て
嬉
し
か
っ
た
」

「
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
コ

ツ
を
教
え
合
っ
て
記

録
が
伸
び
た
」と
い
っ

た
声
が
児
童
か
ら
た

く
さ
ん
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

多
く
の
児
童
が
目

標
達
成
の
た
め
、
休

み
時
間
に
自
主
的

に
な
わ
と
び
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
練

習
に
取
り
組
む
姿
が

見
ら
れ
、
体
力
の
向

上
に
も
つ
な
が
り
ま

し
た
。文・

写
真
共

新
郷
南
小
学
校　

瀧
澤
誠
校
長
提
供

新郷小学校　１年生 東本郷小学校　あおぞら

新郷南小学校　３年生新郷南小学校　３年生

新郷東小学校　５年生 新郷小学校　１年生

東本郷小学校　６年生新郷東小学校　２年生 東本郷小学校　４年生
　
新
堀
ロ
ジ
ャ
ー
ス
前
の
県

道
吉
場
安
行
線
を
東
京
方
面

に
向
か
う
新
堀
交
差
点
は
、

朝
夕
右
折
に
数
１
０
０
ｍ
も

の
渋
滞
が
起
き
て
い
る
。

　
萩
原
一
寿
県
議
と
幡
野
茂

市
議
は
、
県
と
市
に
一
刻
も

早
い
緩
和
を
訴
え
、
工
事
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
２
月
２
日
、
両
議
員
と
、

さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所

よ
り
帆
苅
章
部
長
・
岡
田
雅

洋
課
長
、
川
口
市
東
部
土
地

区
画
整
理
事
務
所
よ
り
高
橋

和
孝
所
長
・
本
多
由
樹
係
長
・

四
倉
裕
太
工
事
係
、(

株)

斎
忠
土
木
代
表
の
斎
藤
忠
社

長
が
参
加
の
元
、
令
和
４
年

度
の
右
折
矢
印
信
号
の
設
置

に
向
け
て
、
作
業
の
工
程
の

説
明
を
受
け
た
。

　
萩
原
県
議
は
「
道
路
拡

張
す
る
場
所
は
市
の
区
画

整
理
事
業
内
の
為
、
幡
野

議
員
と
連
携
を
取
り
、
議

会
質
問
等
で
早
期
の
対
策

を
訴
え
て
き
ま
し
た
」と
。　

　
幡
野
市
議
は
「
土
地
権

利
者
の
方
の
ご
協
力
と
関

係
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
っ

て
、
早
期
に
交
差
点
整
備

に
着
手
で
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
」と
。

　写真前列左から、岡田さん、四倉さん、本
田さん。後列左から、帆苅さん、高橋さん、
幡野さん、斎藤さん、萩原さん。 工事中の前で幡野市議、萩原県議



　
先
日
、
順
天
堂
大

学
医
学
部
名
誉
教
授

の
奥
村
先
生
の
公
演

を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
免
疫
と
長
生
き
」

と
い
う
た
い
へ
ん
面

白
く
、
参
考
に
な
る

お
話
で
し
た
。

　
免
疫
と
い
う
の
は
、

身
体
の
外
や
内
側
か

ら
や
っ
て
来
る
敵
に

対
し
て
戦
う
軍
隊
や

警
察
の
よ
う
な
も
の

で
、
T
細
胞
は
ミ
サ

イ
ル
部
隊
、
B
細
胞

は
地
上
軍
、
Ｎ
Ｋ
細

胞
は
日
頃
か
ら
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
敵
を

見
つ
け
、
や
っ
つ
け

る
警
官
の
役
割
り
を

し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
、
口
や
鼻
の

粘
膜
か
ら
身
体
の
中

に
入
っ
て
き
ま
す
が
、

日
頃
か
ら
健
康
に
気

を
つ
け
て
、
正
常
な

免
疫
力
を
持
っ
て
い

る
人
で
は
Ｎ
Ｋ
細
胞

が
即
座
に
ウ
イ
ル
ス

を
発
見
し
、
や
っ
つ

け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
コ
ロ
ナ

に
感
染
は
す
る
が
発

症
は
し
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
免
疫
軍
隊

が
す
ご
い
の
は
、
敵

（
ウ
イ
ル
ス
）
の
情
報

を
し
っ
か
り
と
記
録

し
て
、
次
の
攻
撃
に

対
し
て
ミ
サ
イ
ル
を

用
意
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
抗
体
が
出
来

た
と
い
い
ま
す
。

　
免
疫
力
を
つ
け
る

お
話
し
も
あ
り
ま
し

た
。

　
高
齢
者
は
、
高
血

圧
、
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
高
脂
血
症

な
ど
、
加
齢
に
伴
っ

て
上
が
っ
て
き
ま
す

が
、
そ
れ
は
身
体
が

必
要
と
す
る
か
ら
で
、

個
人
の
特
性
を
考
え

ず
に
、
一
律
に
値
を

決
め
て
お
薬
で
下
げ

て
し
ま
う
と
、
元
気

が
な
く
な
る
、
め
ま

い
が
す
る
な
ど
免
疫

力
を
下
げ
て
し
ま
い
、

ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
力

が
弱
く
な
り
ま
す
。

   

岩
下
歯
科
医
院（
榛
松
）　

   

院
長　
岩
下　
一
三

　
私
は
政
治
の
道
に
進

む
ま
で
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
い

う
旅
行
会
社
の
社
員
で

し
た
。

　
今
か
ら
27
年
の
米
国

旅
行
、
１
９
９
４
年
１

月
17
日
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
サ
ン
ア
ン
ド
レ
ア

ス
大
地
震
と
の
遭
遇
で

す
。

　
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し

た
日
の
こ
と
。
視
察
を

終
え
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
し
て
、
現
地
ス

タ
ッ
フ
と
翌
日
以
降
の

打
合
せ
を
行
い
、
深
夜

２
時
に
就
寝
。
寝
た
と

思
っ
た
瞬
間
、
ド
ー
ン

と
い
う
音
と
と
も
に
体

が
ベ
ッ
ド
か
ら
空
中
に

浮
き
ま
し
た
。

　
Ｍ
6.7
歴
史
に
残
る
直

下
型
大
地
震
の
直
撃
で

し
た
。
気
づ
く
と
顔
の

す
ぐ
横
に
、
TV
が
飛
ん

で
き
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
お
客
様
の
安

否
確
認
。
火
の
手
が
無

い
こ
と
を
確
め
、
食
料

を
確
保
。
停
電
の
中
、

暗
く
長
く
狭
い
非
常
階

段
を
下
り
て
フ
ロ
ン
ト

に
た
ど
り
着
き
、
日
本

語
で
館
内
放
送
を
行
い

ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
は
ロ
ス
市
内

有
数
の
一
流
ホ
テ
ル
で

し
た
が
、
直
撃
に
よ
る

ダ
メ
ー
ジ
は
ひ
ど
く
、

屋
上
の
給
水
タ
ン
ク
が

壊
れ
て
、
上
層
階
は
客

室
や
廊
下
ま
で
水
が
あ

ふ
れ
、
階
段
で
は
裸
の

身
体
に
毛
布
一
枚
で
包

ま
り
震
え
た
ま
ま
動
け

な
い
カ
ッ
プ
ル
や
、
荷

造
り
身
な
り
は
キ
チ
ン

と
整
え
て
い
る
け
れ

ど
、
錯
乱
し
て
今
す
ぐ

空
港
へ
送
れ
と
わ
め
い

て
い
る
紳
士
な
ど
、
ま

さ
に
、
パ
ニ
ッ
ク
映
画

「
ポ
セ
イ
ド
ン
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
の
船
内
の

よ
う
な
大
混
乱
の
状
況

で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
に

は
、
旅
行
団
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
沢
山
の
仕

事
が
あ
り
ま
し
た
。
日

本
へ
の
連
絡
と
、
現
地

事
務
所
、
ガ
イ
ド
と
の

緊
急
連
絡
、
代
替
え
ホ

テ
ル
探
し
と
移
動
手
段

の
確
保
な
ど
。”

火
事

場
の
馬
鹿
力” 

と
で
も

言
い
ま
し
ょ
う
か
、
自

分
で
も
不
思
議
な
く
ら

い
落
ち
着
い
て
い
て
、

自
然
に
頭
と
体
が
動
い

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
嬉
し
い

こ
と
に
、
日
本
で
は
夜

の
９
時
で
し
た
が
、
当

時
在
籍
し
て
い
た
浦
和

支
店
の
皆
さ
ん
が
自
発

的
に
出
勤
し
、
お
客
様

の
留
守
家
族
に
直
ち
に

安
否
確
認
の
連
絡
を
取

る
な
ど
、
後
方
支
援
を

し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
非
常
時
に
は
仲
間

同
士
の
連
携
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
大
切
で
あ
る

こ
と
も
実
感
し
ま
し

た
。お

連
れ
し
て
い
た

の
は
、
全
国
チ
ェ
ー
ン

の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

視
察
旅
行
で
団
員
は

１
０
０
人
。
当
時
LA
に

い
た
最
大
の
日
本
人
グ

ル
ー
プ
で
し
た
。

幸
い
け
が
人
も
な

く
、
代
わ
り
の
ホ
テ
ル

も
見
つ
か
り
、
翌
日
か

ら
行
程
ど
お
り
視
察
を

行
な
う
こ
と
が
で
き

て
、
帰
国
後
、
お
客
様

か
ら
は
社
長
宛
に
丁
寧

な
感
謝
状
を
頂
き
ま
し

た
。

　
当
時
は
大
変
な
思
い

を
し
ま
し
た
が
、
あ
の

危
機
を
乗
り
越
え
た
こ

と
は
貴
重
な
体
験
で
、

今
と
な
っ
て
は
忘
れ
得

ぬ
思
い
出
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、

と
て
も
海
外
旅
行
ど
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
旅
は
、
沢
山
の
夢

と
感
動
、
驚
き
と
安
ら

ぎ
を
も
た
ら
し
、
人
生

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま

す
。そ

ん
な
旅
に
自
由

に
出
か
け
ら
れ
る
日
々

が
ま
た
き
っ
と
訪
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
、
今

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。埼

玉
県
議
会
議
員

　
　
永
瀬　
秀
樹

　
日
本
空
手
道
白
堊

会
新
郷
空
手
道
ク
ラ

ブ
は
同
会
理
事
の
小

島
一
樹
指
導
員
ら
の

元
、
４
歳
か
ら
55
歳

ま
で
80
名
以
上
が
、

水
・
土
曜
の
稽
古
に

励
ん
で
い
る
。

12
月
20
日
の
、
埼

玉
県
空
手
道
連
盟

（
会
長
＝
新
藤
義
孝

衆
議
院
議
員
）
の
第

２
回
中
学
校
空
手
道

冬
季
大
会
に
於
い

て
、
山
本
遙
音
さ
ん

が
、
中
１
女
子
形
で

優
勝
、
組
手
で
３
位

と
い
う
成
績
で
あ
っ

た
。

　

飯
塚
孝
行
市
議

は
、
１
月
６
日
新
郷

公
民
館
で
の
初
稽
古

に
訪
れ
「
寒
い
中
裸

足
で
稽
古
さ
れ
る
皆

さ
ん
、
本
年
も
精
神

面
と
、
道
徳
面
の
向

上
を
目
指
し
励
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
た
。　
　

　
小
島
さ
ん
は
「
試

練
を
乗
り
越
え
、
錬

磨
の
汗
の
中
か
ら
人

格
完
成
を
は
か
ろ
う

と
す
る
武
道
で
す
。

自
己
を
磨
き
、
人
格

完
成
を
目
指
す
た
め

の
術
、
自
分
の
肉
体

を
使
っ
て
身
を
守
る

為
の
護
身
術
。
こ
れ

が
空
手
道
の
本
質
な

の
で
す
」
と
語
る
。

　
上
記
の
随
筆
「
春

夏
秋
冬
」
は
埼
玉
県

議
会
議
員
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
次
号

は
萩
原
一
寿
県
議
、

次
は
村
岡
正
嗣
県
議
、

塩
野
正
行
県
議
、
白

根
大
輔
県
議
に
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
皆
様
の
善
意
の
献

血
が
、
尊
い
命
を
救

い
ま
す
。

☆
２
月
19
日
（
金
）

13
：
00
〜
14
：
30

☆
新
郷
公
民
館



　
立
春
が
過
ぎ
春
一
番

が
吹
い
て
、
花
粉
症
の

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
コ
ロ
ナ
）

と
花
粉
症
の
症
状
、
ど

ち
ら
も
風
邪
の
よ
う
な

症
状
が
で
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
症
状
は
、

発
熱
・
咳
・
け
ん
怠
感
・

呼
吸
困
難
・
嗅
覚
異
常

等
で
す
。

　
花
粉
症
の
方
は
、
重

症
だ
と
微
熱
・
咳
・
け

ん
怠
感
も
有
り
ま
す
が
、

鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
・
ク

シ
ャ
ミ
・
涙
目
・
か
ゆ

み
目
等
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
花
粉
症

の
対
策
は
手
洗
い
・
う

が
い
・
マ
ス
ク
・
衣
服

に
花
粉
が
付
か
な
い
よ

う
に
、
室
内
に
花
粉
を

持
ち
込
ま
な
い
事
で
す
。

　
室
内
で
は
充
分
な
湿

度
を
保
ち
、
花
粉
や
ウ

イ
ル
ス
が
舞
い
上
が
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

（280）

　
花
粉
症
の
方
が
、
目

や
鼻
の
か
ゆ
み
に
、
手

で
こ
す
っ
た
り
、
触
っ

た
り
す
る
事
で
、
コ
ロ

ナ
に
感
染
す
る
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
く
し
ゃ
み
に

対
す
る
周
囲
の
目
が
厳

し
く
な
り
ま
す
。

  

花
粉
症
の
方
に
は
、
予

防
の
た
め
事
前
に
お
薬

の
服
用
を
お
薦
め
し
ま

す
。

　
早
め
に
症
状
を
抑
え

る
こ
と
が
１
番
で
す
。

      

保
険
薬
剤
師

　
　

    

中
山　
久
仁
夫

　
本
紙
に
広
告
の
ご
協

力
を
頂
い
て
い
る
、
㈱

セ
ラ
フ
榎
本(
社
長
＝

榎
本
修
さ
ん)

は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
不

活
性
化
の
エ
ビ
デ
ン
ス

を
取
得
し
た
抗
ウ
イ
ル

ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

１
０
０
セ
ッ
ト
を
「
川

口
市
内
障
害
者
施
設
運

営
団
体
連
絡
会
」
代
表

の
山
崎
豊
さ
ん
へ
寄

付
し
た
。　

　
こ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

剤
は
「
身
近
な
抗
ウ
イ

ル
ス
対
策
」
と
し
て

バ
ッ
グ
や
ポ
ケ
ッ
ト
等

に
入
る
ス
マ
ー
ト
な
ペ

ン
型
ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ

を
採
用
し
た
。（
写
真
）

　
榎
本
さ
ん
は
「
本
製

品
は
ウ
イ
ル
ス
や
菌
に

対
し
て
、
銅
イ
オ
ン
・

プ
ラ
チ
ナ
イ
オ
ン
・
酸

化
チ
タ
ン
を
主
成
分
と

し
て
持
続
的
な
抗
ウ
イ左、山崎さん、榎本さん

ル
ス
・
抗
菌
効
果
を
発

揮
。　

　
そ
の
た
め
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

日
常
生
活
、
福
祉
就
労

の
場
等
に
お
い
て
不
特

定
多
数
が
触
る
場
所

(

ド
ア
ノ
ブ
・
ス
イ
ッ

チ
・
パ
ソ
コ
ン
・
キ
ー

ボ
ー
ド
等)
か
ら
の
接

触
感
染
対
策
は
も
ち
ろ

ん
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
に
も
な

り
ま
す
」
と
。

　
山
崎
さ
ん
は
「
ウ
イ

ル
ス
剤
の
対
策
に
よ
っ

て
、
施
設
利
用
者
の
ご

家
族
の
安
心
に
も
つ
な

が
る
の
で
と
て
も
あ
り

が
た
い
で
す
」と
感
謝
。

　
三
寒
四
温
の
候
、
体

調
管
理
が
難
し
い
時
期

で
す
、
ま
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
不

要
不
急
の
外
出
自
粛
の

中
、
体
調
管
理
に
は
十

分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。　

　
新
郷
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
新
郷
地
区
４
小
学
校
で

開
催
）
の
記
事
が
、
遅

く
な
り
ま
し
た
こ
と
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
下
記
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
メ
ニ
ュ
ー
は
、
本
紙

に
広
告
で
ご
協
力
下

さ
っ
て
い
る
、
お
店
で

す
。

　
来
月
号
は
３
月
17
日

（
水
）
発
行
で
す
。

　
新
郷
出
身
で
、
本

紙
に
広
告
協
力
頂
い

て
い
る
、
ベ
イ
ト
ー

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ

パ
ン (

株)

＆
千
葉
県

ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
会
の
会
長
で
あ

り
調
整
官
の
、
矢
代

秀
明
さ
ん
は
、
勝
浦

ホ
テ
ル
三
日
月
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
消
毒
作
業
で
活
躍

し
、
小
紙
に
も
コ
ロ

ナ
へ
の
対
策
な
ど
掲

載
、
ま
た
母
校
に
も

多
く
の
消
毒
液
を
寄

贈
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
社
会
貢

献
活
動
が
認
め
ら
れ

数
々
の
受
賞
を
受
け

て
い
る
な
か
、
１
月

14
日
に
は
千
葉
県
市

川
法
人
会
か
ら
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
。

　
矢
代
社
長
は
「
昨

年
の
２
月
か
ら
ず
っ

と
、
未
知
の
ウ
イ
ル

ス
の
消
毒
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

経
験
と
知
識
を
生
か

し
て
地
域
の
安
全
を

守
る
縁
の
下
の
力
持

ち
で
す
。
お
役
に
立

て
る
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
活
動
が
認

め
ら
れ
嬉
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
気
を
引

き
締
め
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
」
と
力
強

く
語
っ
た
。

（公社）市川法人会会長の松川吉男さ
ん（右）より表彰を受ける矢代さん。

12
月
13
日
、
新
郷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
は
、
第
65
回
演
奏

会
を
、
新
郷
南
公
民
館

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

曲
目
は
、
ハ
イ
ド

ン
／
弦
楽
四
重
奏
曲
・

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
協
奏
曲

で
、
人
見
剛
さ
ん
の
素

晴
ら
し
い
音
色
が
弦
楽

器
・
管
楽
器
の
音
に
乗

り
ホ
ー
ル
一
杯
に
響
い

た
。出

演
者
▽
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
＝
人
見
剛
▽

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＝
細
淵

和
香
奈
・
上
杉
真
子
・

市
村
直
美
・
池
澤
し
ほ

り
・
内
山
秀
文
▽
ビ
オ

ラ
＝
桑
原
知
巳
・
野
本

香
織
・
志
村
和
紀
▽

チ
ェ
ロ
＝
渡
辺
崇
靖
・

山
崎
三
雄
・
林
恭
代
▽

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
＝
平
井

晃
▽
フ
ル
ー
ト
＝
水
野

勢
奈
・
渡
邉
聖
奈
美
・

ホ
ル
ン
＝
楠
本
和
代
・

茅
島
正
道
▽
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
＝
伊
賀
友
郁
・
大
縄

登
史
男
。（
敬
称
略
）

次
回
演
奏
会
は
、

３
月
頃
予
定
。

写
真・文
オ
ケ
提
供
。


